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議会運営委員会会議録 

 

平成２４年１１月１９日 月曜日 

  午前１０時０７分開議 

  午後 ０時３０分閉議（実時間１２０分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議会の運営に関する事項 

１．議会の会議規則、委員会に関する条例等に

関する事項 

１．議長の諮問に関する事項 

１．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  上 村 哲 三 君 

副委員長  大 倉 裕 一 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  堀 口   晃 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  前 川 祥 子 君 

委  員  松 浦 輝 幸 君 

委  員  百 田   隆 君 

議  長  古 嶋 津 義 君 

 

※欠席委員 田 方 芳 信 君 

      藤 井 次 男 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

       増 田 一 喜 君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 総務部長       木 本 博 明 君 

 議会事務局長     田 上 高 広 君 
 
  議会事務局首席審議員 
            桑 崎 雅 介 君 
  兼次長 
 
 
  議会事務局次長補佐 
            澤 井 光 郁 君 
  兼総務係長 
 

                             

○記録担当書記     桑 崎 雅 介 君 

            嶋 田 和 博 君 

 

（午前１０時０７分 開会） 

◎議会の運営に関する事項 

○委員長（上村哲三君） それでは、ただいま

から議会運営委員会を開会いたします。 

 それではまず、１、１２月定例会の運営につ

いてを議題とし、（１）付議案件の（イ）委員

長報告１２件について説明を求めます。 

○議会事務局長（田上高広君） はい、委員

長。 

○委員長（上村哲三君） はい、田上議会事務

局長。 

○議会事務局長（田上高広君） はい。おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり） 

 それでは、（イ）委員長報告について御説明

申し上げます。座りまして、御説明申し上げま

す。 

 平成２３年度八代市一般会計歳入歳出決算及

び平成２３年度八代市国民健康保険特別会計歳

入歳出決算など１１の特別会計決算、合わせま

して１２件の審査が１０月１８日をもって終了

いたしておりますので、決算審査特別委員会委

員長の中村和美委員長より御報告をいただきた

いと思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） ただいま説明が終わ

りましたが、何か質疑等ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、次に、

（ロ）市長提出案件１７件について説明を求め

ます。 

○総務部長（木本博明君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） 木本総務部長。 

○総務部長（木本博明君） はい。おはようご
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ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）済みません、座って説明させていただき

ます。 

 １２月定例会に当初提出予定の議案は、全部

で１７件でございます。 

 内訳は、お手元に配付してございます平成２

４年定例会提出予定議案にありますように、予

算議案が５件、事件議案が６件、それから、条

例議案が６件の合計１７件でございます。 

 まず、予算議案の５件についてでございます

が、平成２４年度一般会計補正予算・第８号

と、国民健康保険・第１号、介護保険・第２

号、農業集落排水処理施設事業・第１号の特別

会計補正予算３件及び水道事業会計・第１号の

補正予算１件でございます。 

 まず、議案第１１５号の一般会計補正予算・

第８号の補正予算額は、総額の３億８３５１万

２０００円でございます。３億８３５１万２０

００円の予定でございます。 

 主な内容は、農業体質強化基盤整備促進事業

や青年就農給付金事業、強い農業づくり交付金

事業、緊急雇用創出の基金事業で、国・県など

の内示に伴いますものが約３億６０００万円、

それから、昨年の平成２３年３月から導入いた

しました小児用肺炎球菌ワクチンなどの予防接

種者数の大幅増、また、八代市コンテナ利用等

補助金などの利用増に対応するための経費が約

８９００万円、その他緊急でやむを得ないもの

約４６０万円に対しまして、人事異動等により

まして人件費の減額分が約７０００万円ござい

まして、それを相殺いたしまして、３億８３５

１万２０００円の補正をお願いするものでござ

います。 

 次に、１１６号から１１９号までの特別会計

などは、人事異動に伴う人件費の補正予算でご

ざいます。 

 それから、事件議案の６件についてでござい

ますが、まず、議案第１２０号の専決処分の報

告及びその承認については、につきましては、

先週末、１１月１６日に衆議院の解散及び総選

挙執行の日程が決定されましたことに伴う選挙

執行経費の補正予算約６５００万円でございま

す。 

 今回の選挙は、小選挙区、それから、比例代

表に加えまして、最高裁判所裁判官国民審査も

ございまして、３つの投票となり、また、告示

日の１２月４日火曜日の翌日から期日前投票も

その日から開始されますことから、その前日ま

でに準備を整えている必要がございます。 

 これまで、内部での準備は進めてきています

ものの、投票日までの限られた時間内に準備

し、万全の態勢で臨むためには、多数の外部の

個人・団体等との関連作業の契約とか連絡調整

など、一刻も早く取りかかる必要がございます

ので、選挙執行経費の補正予算につきまして

は、専決処分をさせていただきました。 

 次に、議案第１２１号は、財産の無償譲渡に

係る契約の締結について、地方自治法の規定に

より議会の議決を求めるものでございます。 

 次に、議案第１２２号は、戸籍謄本等の交付

請求の受付及び引き渡し事務を取り扱わせる郵

便局を指定させるために、地方公共団体の特定

の事務の郵便局における取り扱いに関する法律

の規定により、議会の議決を求めるものでござ

います。 

 それから、議案第１２３号から１２５号は、

勤労福祉会館、それから、がらっぱ広場、松中

信彦スポーツミュージアムに関する指定管理者

の指定についての３件でございます。 

 次に、条例議案は６件を予定いたしておりま

して、議案第１２６号・市税条例の一部改正に

ついては、景気低迷と本市の厳しい財政状況を

勘案しまして、平成２５年度の固定資産税の税

率を、前年同様１.５％とするものでございま

す。 

 それから、議案第１２７号は、都市の低炭素
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化の促進に関する法律によりまして、建築主事

を置く市町村の長が低炭素建築物新築等計画の

認定をすることとれさたことに伴いまして、認

定申請等に係る手数料を規定するものでござい

ます。 

 議案第１２８号は、暴力団員による不当な行

為の防止等に関する法律の改正に伴いまして、

引用条項の整理を行うものでございます。 

 議案第１２９号は、風致地区内における建築

等の規制に係る条例の制定に関する基準を定め

る政令の改正に伴いまして、風致地区内におけ

る建築物の建築、住宅の造成、木竹、木、竹と

書きますが、木竹の伐採、その他の行為を規制

する条例を定めるものでございます。八代市で

は、昭和４６年に古麓町の春光寺東側の山麓地

約１３.７ヘクタールの１カ所が指定されてお

ります。 

 それから、議案第１３０号は、新型インフル

エンザ等対策特別措置法により、新型インフル

エンザ等緊急事態宣言がされたときに、市町村

長が市町村対策本部を設置することとされたこ

とに伴いまして、本市に設置する対策本部につ

いて必要な事項を定めるものでございます。 

 それから、第１３１号は、市立病院において

外来患者の患者数の減少、それから、退職によ

る医師の減員等に伴い、診療日と休診日の区分

を見直しまして、土曜日を休診日とするもので

ございます。 

 以上が、１２月定例会の開会日に提出予定の

議案１６件でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○委員長（上村哲三君） 説明が終わりました

が、何か質疑等ございませんか。 

 はい、亀田委員、どうぞ。（総務部長木本博

明君「もとい」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） 木本総務部長。 

○総務部長（木本博明君） 失礼しました。開

会日に提出予定の議案１７件でございました。

失礼しました。 

○委員長（上村哲三君） それでは、説明が終

わりましたが、何か質疑等ございませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（上村哲三君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい。済みません、聞

き逃したれば、申しわけなかですが、人事異動

で人件費が７０００万減というお話でしたです

よね。その人事異動で７０００万も減にする、

その仕組みをちょっと、あんまり７０００万と

いうと、人事異動ぐらいで７０００万減すっと

かなと思うたもんですけん、ちょっと中身につ

いて。 

○総務部長（木本博明君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、木本総務部

長。 

○総務部長（木本博明君） はい。これは、一

般会計、特別会計、国保とか介護保険、農業集

落、先ほど言いました特別会計との繰出金等の

関係もございますけれども、まず、一般会計で

言いますと、報酬で、議員報酬の改定によりま

す影響、その他、それから、もう一つ、植原議

員が亡くなられた件での、その他の報酬関係で

３３０万の減、それから、退職とか休職、育児

休業あたりでの減がございまして、それらが４

６００万近く、それから、その他がございます

が、そうすると、期末勤勉手当で、先ほど申し

ました退職、休職、育児休業等に伴いますもの

の減が２３００万近く、その他、それに伴いま

す共済費関係で１０００万近く、それから、手

当の増減による影響もございますが、それらを

合わせまして６９５６万５０００円となってお

ります。それを約７０００万というふうに表現

しました。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 
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○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。毎年この時期

に、１２月定例会は人事院勧告関係の提案が出

とったかと思うんですけど、今回はその提案に

ついてはどのような考えでおられるんでしょう

か。 

○総務部長（木本博明君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、木本総務部

長。 

○総務部長（木本博明君） 今回の場合は、人

勧がございませんでしたので、何といいます

か、予定はございません。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、次に

（ハ）先議案件はありませんか。 

○総務部長（木本博明君） 委員長。 

○委員長（上村哲三君） 木本総務部長。 

○総務部長（木本博明君） はい。ございませ

ん。 

○委員長（上村哲三君） それでは、次に、

（ニ）請願・陳情について説明を求めます。 

○議会事務局長（田上高広君） はい、委員

長。 

○委員長（上村哲三君） はい、田上議会事務

局長。 

○議会事務局長（田上高広君） はい。それで

は、（ニ）請願・陳情について御説明申し上げ

ます。座りまして、説明申し上げます。 

 配付資料の別添資料、請願・陳情をごらんい

ただきたいと思います。 

 １１月１９日、本日までに受理いたしました

請願・陳情は、陳情の４件でございます。 

 まず、陳情第９号・安全・安心の医療・介護

実現のための夜勤改善・大幅増員を求める意見

書の提出方についてでございますが、これは、

去る１１月１日に受理したもので、陳情人は熊

本市中央区神水１－２０－１５－１０２、熊本

県医療労働組合連合会執行委員長田中直光さん

から提出されたものでございます。 

 次に、陳情第１０号・最低保障年金制度の創

設を求める意見書の提出方についてでございま

すが、これは去る１１月１日に受理したもの

で、陳情人は熊本市中央区神水１－３０－７コ

モン神水、全日本年金者組合熊本県本部委員長

國宗直さんから提出されたものでございます。 

 次に、陳情第１１号・国民健康保険財政への

国庫負担割合をふやすことを求める意見書の提

出方についてでございますが、これは去る１１

月１日に受理したもので、陳情人は熊本市中央

区神水１丁目１４－４１、熊本県社会保障推進

協議会会長鳥飼香代子さんから提出されたもの

でございます。 

 次に、陳情第１２号・改正介護保険制度の充

実を求める意見書の提出方についてでございま

すが、これは去る１１月１日に受理したもの

で、陳情人は熊本市中央区神水１丁目１４－４

１、熊本県社会保障推進協議会会長鳥飼香代子

さんから提出されたものでございます。 

 また、委員会への参考送付分といたしまし

て、お手元にコピーを配付いたしております

が、協議事項に記載の４件を受理いたしました

ので、関係委員会へ参考送付させていただきた

いと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） 説明が終わりました

が、何か質疑等ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 次に、（２）市長追

加提出予定案件２件について説明を求めます。 

○総務部長（木本博明君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、木本総務部

長。 

○総務部長（木本博明君） はい。追加予定議
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案でございますが、南川大橋下部工（Ｐ５橋

脚）受託工事に関する議案第１３２号・契約の

変更についての事件議案１件を、一般質問最終

日に提出予定にしております。 

 議会の議決を経た工事請負契約について、契

約金額の１割以上、または２０００万円以上の

金額に該当する変更契約を締結するため議会の

議決を得るものでございます。 

 それから、また、定例会の最終日、閉会日の

追加提出といたしまして、人事議案１件を予定

いたしております。 

 議案第１３３号・人権擁護委員候補者の推薦

についてで、人権擁護委員２１名おられますう

ち、千丁地区の委員のお１人が、来年の３月３

１日をもちまして、３年の任期を終えられます

ことから、その後任の候補者について議会の意

見を聞いて、法務大臣に推薦するものでござい

ます。 

 以上が、追加予定議案でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） 説明が終わりました

が、質疑等ございませんか。 

 はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） １３２号の変更の理

由、内容について、もう少し詳しく報告願えま

せんか。 

○総務部長（木本博明君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、木本総務部

長。 

○総務部長（木本博明君） はい。これは、こ

の工事は、国交省の九州地方整備局に委託して

ございまして、そこでの変更が、昨年もござい

ましたけども、さらに、契約の変更がございま

して、最終的に減額、約３５００万近くの減額

を予定しておりますが、その結果がですね、ま

だ、来ておりませんが、１１月中に出るという

ことでございまして、現在状況待ちということ

でございます。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、ないよう

ですので、次に、（３）会期の決定について協

議いたします。 

 まず、招集日について報告を求めます。 

○総務部長（木本博明君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） 木本総務部長。 

○総務部長（木本博明君） はい。招集日につ

いてでございますが、１１月２６日月曜日午前

１０時からお願いいたしたいと思います。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、会期につ

いてお諮りいたします。 

 会議日程につきましては、いかがいたしまし

ょうか。（｢委員長案のとおりですか」と呼ぶ

者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、委員長腹

案ということですので、配付資料をごらんくだ

さい。 

 念のため、事務局より説明いたさせます。 

○議会事務局首席審議員兼次長（桑崎雅介君）

 はい。 

○委員長（上村哲三君） 桑崎議会事務局次

長。 

○議会事務局首席審議員兼次長（桑崎雅介君）

 はい。委員長腹案ということでございますの

で、ただいま配付してございます１２月定例会

日程（委員長案）について御説明をさせていた

だきます。済みませんが、座らせて説明させて

いただきます。 

 １１月２６日月曜日の午前１０時が開会とい

うことでございます。 

 翌日２７日火曜日が質疑・一般質問の締め切

り日となります。締め切り時間は午前１０時と
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なります。 

 また、１２月３日月曜日から６日木曜日まで

が質疑・一般質問、翌７日金曜日が質疑・一般

質問の予備日ということになります。 

 翌週から委員会でございますが、１０日月曜

日が文教福祉委員会、１１日が経済企業委員

会、１２日水曜日が建設環境委員会、１３日木

曜日が総務委員会ということになります。 

 最終日につきましては、１２月１８日火曜日

午前１０時から本会議開会ということでござい

ます。 

 議会運営委員会、全員協議会の開催について

でございますが、開会日の１１月２６日午前９

時から議会運営委員会、９時半から全員協議会

となります。 

 また、１２月５日本会議の一般質問終了後、

議会運営委員会となります。 

 最終日の１２月１８日でございますが、午前

９時から議会運営委員会、午前９時３０分から

全員協議会となります。 

 以上が委員長腹案でございます。 

○委員長（上村哲三君） ただいまの案につい

て、何か御意見等ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、お諮りい

たします。 

 １２月定例会の会期は、１１月２６日から１

２月１８日までの２３日間とすることに御異議

ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、（４）その他の（イ）故植原勉議員に

対する追悼の言葉についてですが、本件につき

ましては、去る１０月２日に逝去されました、

故植原勉議員に対する追悼の言葉の奉呈につい

て、先例を含めまして、議会としての対応につ

いて説明を求めます。 

○議会事務局長（田上高広君） はい、委員

長。 

○委員長（上村哲三君） はい、田上議会事務

局長。 

○議会事務局長（田上高広君） はい。その他

の（イ）故植原勉議員に対する定例会での追悼

の言葉の奉呈について御説明申し上げます。座

りまして、御説明申し上げます。 

 この件につきましては、先例によりますと、

議員が死亡したときは、直近の会議において議

席に生花を供え、黙禱をささげ、他会派同期の

議員が弔詞を呈するという例がございます。 

 この例によりまして、去る１１月５日の各派

代表者会で御協議いただきまして、追悼の言葉

は他会派の同期の議員さんということになりま

すとことから、新生会の前垣議員さんにお願い

することとし、１２月定例会開会日の本会議に

おきまして、議席に遺影を供え、遺族を傍聴席

にお招きして、追悼の言葉をささげることの決

定がなされたところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） ただいま説明が終わ

りましたが、質問等があれば願います。ありま

せんでしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、追悼の言

葉の奉呈は、前垣委員さんにお願いすることと

し、１１月２６日午前１０時から開かれる本会

議において、議席に遺影を供え、遺族を傍聴席

にお招きをして、追悼の言葉をささげることと

いたします。 

 次に、（ロ）八代生活環境事務組合議会議員

の補欠選挙について説明を求めます。 

○議会事務局長（田上高広君） はい、委員

長。 

○委員長（上村哲三君） はい、田上議会事務

局長。 

○議会事務局長（田上高広君） はい。その他
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の（ロ）八代生活環境事務組合議会議員の補欠

選挙について御説明申し上げます。座りまし

て、御説明申し上げます。 

 この件につきましては、１０月２日に植原勉

議員が御逝去されましたことに伴いまして、１

１月５日の各派代表者会において、その選出に

当たって協議がなされたところでございます。 

 その結果、人選につきましては、１１月８日

の各派代表者会におきまして、八代生活環境事

務組合議会議員の補欠選挙に伴う議員として、

庄野末藏議員を１２月定例会で指名推選により

選出することとされたところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） ただいま説明が終わ

りましたが、質問等があれば願います。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、同組合議

会議員の選挙については、ただいまの説明のと

おり、指名推選の方法により庄野議員を選出す

ることに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎議会の会議規則、委員会に関する条例等に関

する事項 

○委員長（上村哲三君） 次に、議会の会議規

則、委員会に関する条例等に関する事項を議題

とし、地方自治法の改正に伴う会議規則、委員

会条例及び政務調査費の交付に関する条例の一

部改正について説明を求めます。 

○議会事務局長（田上高広君） はい、委員

長。 

○委員長（上村哲三君） はい、田上議会事務

局長。 

○議会事務局長（田上高広君） はい。その他

の（ハ）地方自治法の改正に伴う会議規則・委

員会条例及び政務調査費の交付に関する条例の

一部改正について御説明を申し上げます。 

 この件につきましては、平成２４年９月５日

の法改正に伴いまして、６カ月以内に地方議会

においても条例等の整備を必要とするものでご

ざいます。 

 なお、説明につきましては、澤井次長補佐兼

総務係長が御説明申し上げます。よろしくお願

いします。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、澤井次長補佐

兼総務係長。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。おはようございます。（｢おはよ

うございます」と呼ぶ者あり）よろしくお願い

します。 

 改正が３本でございますので、説明が多少長

くなると思います。よろしくお願いします。そ

れでは、座って説明させていただきます。 

 資料が１から５までございます。資料１から

順にごらんいただきたいと思います。 

 それでは、今回の地方自治法の一部改正に伴

います八代市議会会議規則等の一部改正につい

て御説明申し上げます。 

 まず、お手元の資料１をごらんいただきたい

と思います。よろしいでしょうか。（｢はい」

と呼ぶ者あり） 

 地方自治法の一部を改正する法律に関する資

料でございます。こちらは平成２４年９月の５

日に地方自治法の一部を改正する法律が公布さ

れまして、施行期日が公布の日、９月の５日ま

たは公布の日から起算して６月を超えない範囲

内において、政令で定める日とされていたもの

でございます。そして、後段の公布の日から起

算して６カ月を超えない範囲内において、政令

で定める日とされていた施行期日につきまして

は、平成２５年３月１日となる予定となりまし

たことから、今１２月定例会におきまして、八
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代市議会会議規則の一部を改正する規則案、八

代市議会委員会条例の一部を改正する条例案及

び八代市議会政務調査費の交付に関する条例の

一部を改正する条例案の発議を、議会運営委員

会の議員さん、皆さんにお願いすることになろ

うかと思いますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 今回の改正は、まず、会議規則につきまして

は、資料１の１、改正事項、枠囲みの中にござ

いますが、まず、（１）の地方議会制度の③の

ところになります。議会運営の項でございます

が、２つ目の点でございますが、これまで委員

会のみに認められていた公聴会の開催、参考人

招致が、本会議におきましてもできるようにな

ったことに伴う必要な一部改正でございます。 

 次に、委員会条例につきましては、③のとこ

ろになりますが、③の議会運営の１つ目の点の

ところになります。改正前の地方自治法におい

て規定されておりました委員会に関する規定が

簡素化されまして、委員の選任方法や在任期間

等について、条例に委任することとされたこと

に伴います必要となる一部改正でございます。 

 そして、３つ目の政務調査費の交付に関する

条例につきましては、⑤、一番下のところにご

ざいますが、政務活動費、こちらになります。

その名称が政務活動費に変わりまして、交付の

目的が、議会の議員の調査研究に資するためか

ら、議会の議員の調査研究その他の活動に資す

るために改められまして、政務活動費に充てる

ことができる経費の範囲を条例で定めなければ

ならないとされました。 

 また、議長は政務活動費の使途の透明性の確

保に努めることとされたことに伴います必要な

改正でございます。 

 それでは、八代市議会、まず、会議規則の一

部改正について御説明させていただきます。 

 資料２のほうをごらんいただきたいと思いま

す。こちらが地方自治法の新旧対照表でござい

ます。 

 まず、７ページをお開きいただきたいと思い

ます。右側のほうが現行、改正前の地方自治法

で、左側のほうが改正された地方自治法という

ことになります。 

 第１１５条の２、７ページの左側の左下のほ

うになります。１１５条の２に、本会議におけ

る公聴会の開催、参考人の招致に関する項目が

新設されております。そのため、これまでの第

１１５条の２が第１１５条の３に繰り下げられ

ております。 

 この改正の趣旨につきましては、公聴会の開

催、参考人の招致が、法が明確に認めていたの

は、これまで委員会のみでありました。これに

つきましては、小規模の地方自治体におきまし

て、議員数が少人数であるため、委員会で行う

ことは実態に合わないという状況がありました

ために、委員会だけでなく、本会議でも公聴会

の開催、委員会の招致をすることができるよう

にしたものであります。 

 この改正によりまして、会議規則の一部改正

が必要となりますが、その部分について御説明

いたします。 

 次に、資料３を、Ａ３の横向きでございま

す。資料３をごらんいただきたいと思います。

今回改正することになります会議規則の新旧対

照表でございますが、こちらは、全国市議会議

長会のほうから通知がありました、改正標準会

議規則に基づきまして作成したものでございま

す。アンダーラインを引いているところが今回

の改正部分で、左側のほうが改正案でございま

す。 

 まず、目次でございますが、第１章に第９節

として、公聴会、参考人が新設されます。その

結果、これまでの第９節会議録が１節繰り下げ

られ、第１０節となります。また、第９節の第

７８条から第８４条の７条が新設されることに

なりますので、以下の括弧書きの中の条番号が
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７条ずつ繰り下げられることになります。 

 次に、１枚開いていただきますと、真ん中あ

たりに、第１７条修正の動議というのがござい

ます。今回の地方自治法の一部改正により、新

たに本会議における公聴会の開催、参考人の招

致につきまして、第１１５条の２に規定された

ことに伴いまして、これまでの地方自治法で１

１５条の２に修正の動議が規定されておりまし

たが、これが１１５条の３に繰り下げられまし

たので、ここの条文を引用しております会議規

則、この１７条の第１１５条の２が第１１５条

の３に改めるものでございます。 

 次にその下、第３７条につきましては、この

規則の第７８条から第１６１条までが、７条ず

つ繰り下げられますので、この第３７条中の第

１３４条が７条繰り下げられまして、第１４１

条に改められるものでございます。 

 それから、第７８条から第１６１条までにつ

きましては、７条ずつ繰り下げられまして、第

８５条から第１６１条となります。 

 そして、第１章に第９節公聴人、参考人が新

設されることになります。これは、新たな規定

でございますので、条文を朗読させていただき

ます。こちらにつきましては、全国市議会議長

会の標準会議規則に基づきますものでございま

すが、内容につきましては、委員会条例に規定

してあります、委員会における公聴会の開催、

参考人の招致の規定に準じた規定内容となって

おります。 

 それでは、朗読いたします。 

 （公聴会開催の手続） 

 第７８条 会議において公聴会を開く議決が

あったときは、議長は、その日時、場所及び意

見を聴こうとする案件その他必要な事項を公示

する。 

 （意見を述べようする者の申出） 

 第７９条 公聴会に出席して意見を述べよう

とする者は、文書であらかじめその理由及び案

件に対する賛否を、議長に申し出なければなら

ない。 

 （公述人の決定） 

 第８０条 公聴会において意見を聴こうとす

る利害関係者及び学識経験者等（以下「公述

人」という。）は、あらかじめ文書で申し出た

者及びその他の者の中から、議会において定

め、議長から本人にその旨を通知する。 

 ２ あらかじめ申し出た者の中に、その案件

に対して、賛成者及び反対者があるときは、一

方に偏らないように公述人を選ばなければなら

ない。 

 （公述人の発言） 

 第８１条 公述人が発言しようとするとき

は、議長の許可を得なければならない。 

 ２ 公述人の発言は、その意見を聴こうとす

る案件の範囲を超えてはならない。 

 ３ 公述人の発言がその範囲を超え、または

口述人に不穏当な言動があるときは、議長は、

発言を制止し、又は退席させることができる。 

 （議員と公述人の質疑） 

 第８２条 議員は、公述人に対して質疑をす

ることができる。 

 ２ 公述人は、議員に対して質疑をすること

ができない。 

 （代理人又は文書による意見の陳述） 

 第８３条 公述人は、代理人に意見を述べさ

せ、又は文書で意見を提示することができな

い。ただし、議会が特に許可した場合は、この

限りでない。 

 次のページになります。 

 （参考人） 

 第８４条 会議において参考人の出席を求め

る議決があったときは、議長は、参考人にその

日時、場所及び意見を聴こうとする案件その他

必要な事項を通知しなければならない。 

 ２ 参考人については、第８１条、第８２条

及び第８３条の規定を準用する。 
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 次に、目次のところでも説明いたしました

が、９節が新設されたことによりまして、従前

の第９節会議録が１節繰り下げられ、第１０節

となります。以下、条番号が７条ずつ繰り下げ

られることになります。 

 次に、また、ちょっと開いていただき、一番

後ろのページに、済みません、第９８条、右

側、改正後の第１０５条のところになります。

改正前が第９８条、こちらにつきましては、地

方自治法の委員会に関する規定が簡素化されま

して、委員の選任方法や在任期間に関する規定

が削られるとともに、第１０９条にまとめて規

定されました。これは後ほど委員会条例のとこ

ろで御説明いたしますが、これによりまして、

地方自治法第１０９条の２第４項を引用してお

ります、この９８条の条文中の第１０９条の２

第４項が第１０９条第３項に改められまして、

７条繰り下げるということで、９８条が第１０

５条に改められるものでございます。 

 次に、一番後ろのページ、じゃなくて、一番

後ろのページです。一番上の第１５３条、改正

前の１５３条につきましては、この規則中の第

７８条から１６１条までが７条ずつ繰り下げら

れましたので、第１０６条が７条繰り下げて、

第１１３条に改められるものでございます。 

 それから、別表中の第１５９条というところ

が７条繰り下げられまして、第１６６条関係に

改められるものでございます。 

 そして、最後に附則でございますが、施行期

日につきましては、この一部改正条例の公布の

日からとするものでございます。 

 以上が、地方自治法の一部改正に伴います会

議規則の一部改正の内容でございます。 

 続きまして、八代市議会委員会条例の一部改

正について御説明いたします。 

 まず最初に、資料２の地方自治法新旧対照表

の６ページと７ページをごらんいただきたいと

思います。これまで、委員の選任方法や在任期

間等について規定しておりました第１０９条の

２項及び第３項、第１０９条の２の第２項及び

第３項及び第１１０条の第２項及び第３項が削

られております。そして、常任委員会について

規定した第１０９条、議会運営委員会について

規定した第１０９条の２、特別委員会について

規定した第１１０条及び条例への委任について

規定しておりました第１１１条が、改正により

まして、第１０９条にまとめて規定されており

ます。 

 新旧対象表の右側のほうが改正前でございま

すので、今まで第１０９条、１０９条の２、１

１０条、１１１条と書いてあったのが、左側に

もまとめて第１０９条に、一つの条文にまとめ

られております。 

 また、それから、常任委員会におけます公聴

会開催及び参考人招致について規定しておりま

した第１０９条の第５項及び第６項、議会運営

委員会におけます公聴会開催及び参考人招致に

ついて規定しておりました第１０９条の２第５

項、それから、特別委員会における公聴会開催

及び参考人招致について規定しておりました第

１１０条第５項の内容につきましては、改正後

の第１０９条第５項におきまして、本会議での

公聴会開催、参考人招致について規定した第１

１５条の２を、委員会について準用するという

規定でされております。そして、第１０９条第

９項で、委員の選任、その他委員会に関し必要

な事項は、条例で定めることとされておりま

す。 

 この自治法の改正によりまして、委員会条例

の一部改正が必要になってまいります。その部

分について御説明いたします。 

 資料４をごらんいただきたいと思います。八

代市議会委員会条例の新旧対照表でございま

す。こちらにつきましても、全国市議会議長会

のほうから改正標準委員会条例が示されており

まして、それに基づき改正したものでございま
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す。アンダーラインを引いているところが、今

回の改正部分でございます。 

 まず、第２条の第１項を同条第２項としまし

て、第１項としまして、議員は少なくとも一の

常任委員となるものとすると加えます。この条

文につきましては、この内容が規定されており

ました地方自治法の第１０９条第２項が削られ

たことに伴いまして、条例に規定する必要があ

るためのものでございます。そして、この規定

が追加されたことにより、第２条の見出し、括

弧書きのところでございますが、常任委員の所

属という表現が加わることになります。 

 次に、特別委員は、議会において選任しまし

て、委員会に付議された事件が議会において審

議されている間在任するという規定が、地方自

治法の第１１０条第２項にございましたが、今

回の改正で削られました。これによりまして、

――削られまして、条例のほうに委任が行われ

ましたので、特別委員会の設置について規定さ

れております委員会条例第６条に第３項としま

して、特別委員は、特別委員会に付議された事

件が議会において審議されている間在任すると

加えるものでございます。そして、この規定が

加えられたことに伴いまして、第６条の見出

し、括弧書きのところに、設置を設置等と改め

るものでございます。 

 次に、第８条第２項でございますが、地方自

治法におきまして、これまで常任委員、議会運

営委員及び特別委員につきまして、閉会中にお

いて議長が条例で定めるところにより、それぞ

れの委員を選任することができると規定されて

おりましたが、本市議会の委員会条例におきま

しては、平成１９年６月の本条例の一部改正に

より、閉会中においては議長が常任委員を選任

することができると規定され、常任委員に限定

したものとなっております。常任委員を選定す

ることができるという規定になっております。

よりまして、議会運営委員と特別委員につきま

しては、閉会中に議長が選任することができな

い規定となっております。会議に諮って指名す

る必要がございます。議会運営委員等が、任期

中に辞任等により欠けました場合には、速やか

に補欠委員を選任することによりまして、議会

活動の充実を図る必要があるのではないかとも

考えられます。 

 また、全国市議会議長会の標準委員会条例に

おきましても、議長は委員の選任事由が生じた

ときは速やかに選任すると、対象が常任委員に

限定されておりませんで、県内の他市におきま

しても、ほとんどの市で閉会中においては、議

長が委員を選任することができると規定されて

いるところでございます。このため、議会運営

委員及び特別委員につきましても、閉会中に議

長が選任することができるように改めたらどう

かとするものでございます。 

 次の第８条の第４項につきましては、常任委

員の任期について引用しております条項が、平

成２３年の１０月に公布されました、この条例

の一部を改正する条例によりまして、第３条第

２項から第３条第３項に変更されておりまし

て、改正漏れがございました。これを改正する

ものでございます。 

 最後に、附則につきましては、施行期日に関

する規定でございます。今回の地方自治法の一

部を改正する法律のうち、委員会に関する部分

の施行期日は、公布後６月以内において、政令

で定める日とされておりました。この日が２５

年３月１日となる予定でございますので、それ

までにこの条例を施行する必要があります。し

かし、今回の地方自治法の一部を改正する法律

の附則第１条、ただし書きに規定された政令

の、この閣議決定が、平成２５年の２月の２０

日ごろとなるとのことでございまして、この条

例の施行期日を不確定であります平成２５年の

３月１日とせず、ここに附則の欄外に書いてあ

りますが、地方自治法の一部を改正する法律附
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則第１条ただし書きに規定する政令で定める日

からとするものでございます。 

 以上が、委員会条例の改正についての説明で

ございます。 

 最後に、八代市議会政務調査費の交付に関す

る条例の一部改正について御説明いたします。 

 まず、資料２のほうをごらんいただきたいと

思います。４ページになります。 

 第１１０条第１４項及び第１５項の政務調査

費が、政務活動費に改められております。 

 また、交付の目的が、議会の議員の調査研究

その他の活動に資するため、その他の活動とい

うのが入っておりまして、改められておりま

す。第１４項につきましては、議会の議員の、

――第１４項で議会の議員の調査研究その他の

活動に資するためと改められております。そし

て、その政務活動費に充てることができる経費

の範囲を、条例で定めなければならないと改正

されております。 

 また、第１６条のほうでは、議長は政務活動

費についてその使途の透明性の確保に努めるも

のと、新たに規定がされております。 

 この改正によりまして、八代市議会政務調査

費の交付に関する条例の一部改正が必要となり

ます。 

 最後に、資料５をごらんいただきたいと思い

ます。縦書きのＡ４でございます。 

 こちらは、全国市議会議長会から示されまし

た条例案に基づいて作成したものでございま

す。アンダーラインを引いているところが、今

回の改正部分でございまして、左側が改正案で

ございます。 

 まず、条例の名称が八代市議会政務活動費の

交付に関する条例に改められます。 

 第１条では、地方自治法において政務調査費

について規定していた条文に、議長による政務

活動費の使途の透明性の確保について規定した

第１１０条第１６項が加わりましたので、第１

条で引用している第１４条及び第１５項を第１

４条から第１６条までに改めるものでございま

す。そして、地方自治法第１４条に規定されて

おります交付の目的が、議員の調査研究に資す

るためから、議員の調査研究その他の活動に資

するために改められたことに伴いまして、同条

中の議員の調査研究を、議員の調査研究その他

の活動に改めるものでございます。 

 次に、名称が政務活動費に改められたことに

伴いまして、第２条、第３条、第４条、第６

条、第７条、第８条及び第１０条の条文中の政

務調査費が政務活動費に改められるものでござ

います。 

 １枚開いていただきまして、一番上のほうに

第５条がございます。第５条につきましては、

これまで別に定める使途基準に従って使用する

ものと規定されておりまして、八代市議会政務

調査費の交付に関する規則の第５条に規定され

た使途基準に基づいた経費に充てられていたと

ころでございますが、このたびの地方自治法の

一部改正によりまして、政務活動費に充てるこ

とができる経費の範囲を、条例で定めなければ

ならないとされましたので、第５条第１項に政

務活動費は会派が行う調査研究、研修、広報、

広聴、住民相談、要請、陳情、各種会議への参

加等市政の課題及び市民の意識を把握し、市政

に反映させる活動その他住民福祉の増進を図る

ために必要な活動に要する経費に対して交付す

ると改めるものでございます。 

 この中では、特に住民相談、要請、陳情、各

種会議への参加に要する経費が新たに規定され

ております。 

 そして、第２項につきましては、別表で定め

る政務活動に要する経費に充てることができる

ものとするものでございます。その別表のほう

で、今回の地方自治法の一部改正により、新た

な経費区分として、要請・陳情活動費及び会議

費を設けるものでございます。 
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 これは、衆参両院の総務委員会の質疑におき

まして、従来調査研究活動と認められていなか

った議員としての補助金の要請、陳情活動等の

ための旅費・交通費等についても条例で対象と

することができるという答弁が、この法改正に

対する修正案の提出議員から行われたことなど

を踏まえた規定でございます。これによりまし

て、要請・陳情活動を行うために必要な資料印

刷費、文書通信費、交通費、宿泊費等に充てる

ことができることになります。 

 また、団体等が開催する意見交換会等各種会

議への参加に要する経費として、会場費、資料

印刷費、交通費、宿泊費、文書通信費、参加費

等に充てることができるものでございます。 

 なお、これまでの規則の別表には、括弧書き

で、実際充てることができる経費の例が記載し

てありましたが、今回条例の規定でございます

ので、一般的に例は記載しないということにな

ります。 

 次に、第７条でございますが、衆参両院の総

務委員会におきまして、使途の透明性の確保を

求める附帯決議が可決されたことを踏まえまし

て、その趣旨を明らかにするために、収支報告

書に領収書又はこれに準ずる書類を添付して、

議長に提出しなければならないとするものでご

ざいます。 

 そして、第１０条を第１１条としまして、―

―第１０条としまして、透明性の確保に関する

規定として、議長は、第７条第１項の規定によ

り提出された収支報告書について、必要に応じ

て調査を行う等、政務活動費の適正な運用を期

すとともに、使途の透明性の確保に努めるもの

とするという規定を新設するものでございま

す。 

 なお、透明性の確保の具体的な措置としまし

ては、例えば領収書等の公開、ホームページへ

の掲載などが考えられるということでございま

す。 

 最後に、附則につきましては、まず、第１条

としまして、施行期日でございますが、先ほど

御説明いたしました委員会条例の施行期日と同

様でございまして、地方自治法の一部を改正す

る法律附則第１条、ただし書きに規定する政令

で定める日から施行するとするものでございま

す。 

 次に、附則第２条につきましては、経過措置

でございます。平成２５年３月１日施行が予定

されておりますので、平成２５年２月分までは

政務調査費で、３月分は政務活動費となりま

す。そのため年度途中での切りかえが必要とな

ってまいります。そこで、経過措置として、２

つの方法が、全国市議会議長会のほうから示さ

ております。 

 まず、１つ目の方法としまして、米印のアの

ところに、別表の下の米印のアのところに書い

ておりますが、政務調査費の条例が２月いっぱ

いで廃止されることになりますので、政務調査

費に係る収支報告書等は、条例上根拠を失うこ

とになります。そのため、平成２４年度分の政

務調査費の収支報告書の取り扱い、残余金の返

還につきましては、これまでと同じ取り扱いと

するという経過措置でございます。つまり、平

成２４年４月分から、ことしの４月分から２５

年の２月分までは、政務調査費として収支報告

を行うというものでございます。この場合の実

際の条文につきましては、この条例による改正

前の八代市政務調査費の交付に関する条例の規

定により交付された、この条例の施行の日の属

する月分までの政務調査費については、なお従

前の例によるということになります。 

 このときの手続でございますが、まず、各会

派から２月分、２月２８日分までの１１カ月分

になりますが、１人当たり３３万円について、

収支報告書を提出していただくことになりま

す。このときに、３３万円に残額がありました

ら返還していただきます。同時に、３月分の１
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人当たりの、今度は政務活動費が出てまいりま

す。３月分については、既にことしの１０月に

支給してありますので、その分を、まず、３万

円を返還をしていただきます。３月に戻入処理

を行いまして、また、今度は政務活動費とし

て、３月１日付で政務活動費の交付申請をして

いただきます。交付決定、交付請求がありまし

て、早くて３月１５日ごろ、１人当たり３万円

を支給する形になります。この１人当たり３万

円を３月中に行った政務活動に充てることがで

きるということになります。そして、４月に、

この３月分の収支報告書を提出して、精算して

いただくこととなります。いわゆる収支報告を

２回出していただく形になります。 

 この場合、さらに、附則、ここに書いてあり

ませんが、第３条としまして、政務活動費とし

て条例施行の日における当該会派の所属議員数

に月額３万円を乗じて得た額を交付するという

旨の規定を置く必要も出てまいります。 

 次に、２つ目の米印のイのところになります

が、改正法が平成２５年３月１日に施行される

予定でありますので、平成２４年度分につきま

しては、３月分のみが政務活動費となりまし

て、先ほど申し上げましたように、事務手続が

煩雑となります。この政務調査費から政務活動

費への移行につきましては、経費の対象範囲の

明確化、明確になったということになります。

このため、経過措置としまして、政務活動費の

交付に関する条例の適用は、改正法施行日以後

に交付された政務活動費からとする条例適用の

例外規定でございます。実際の条文は、ここに

書いてありますが、この条例により改正後の八

代市政務活動費の交付に関する条例の規定は、

この条例の施行の日以後に交付される政務活用

費から適用し、この条例の施行の日前に、この

条例による改正前の八代市政務調査費の交付に

関する条例の規定により交付された政務調査費

については、なお従前の例によるとなります。 

 この場合、１つ目の経過措置のように、２月

分までで収支報告書を提出する必要はございま

せん。３月分までが、いわゆるここで経過措置

として、政務調査費となりますので、１２カ月

分をまとめて４月に収支報告書として出してい

ただく形になります。 

 このアとイのどちらの経過措置を選択するか

につきましては、それぞれの議会で判断してい

ただくということで、議長会のほうから参って

おります。そのあたりを御決定いただきたいと

思います。 

 以上、規則案１件、条例案２件につきまし

て、発議案の準備が整い次第、議会運営委員会

の議員さんの皆さんで発議をお願いすることに

なると思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） ただいま説明が終わ

りましたが、質疑等があれば願います。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。今、説明があり

ました政務活動費の条例変更に伴う部分におい

て、調査研究その他の活動という部分が、その

他の活動というのは、どの範囲までがその他の

活動になる、例えば、今ここに別表第５条関係

というようなことで記載されておりますが、こ

れ以外の部分について、その他の活動というふ

うなことでとらえてよろしいならば、どこまで

が、どういう範囲で、その他の活動になるの

か、その辺は、何かおわかりになりますか。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、澤井次長補

佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。今まで、その他の活動というの

が、表現がありませんでした。その他の活動
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は、この別表の、先ほど申し上げましたよう

に、要請とか陳情活動とか会議費、これがその

他の活動と考えていただければ。今までは。 

○委員長（上村哲三君） 堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい、済みません。そ

の中で、等という部分がございますでしょう。

各種会議への参加等、市の課題及び市民の意思

を把握しというようなところがございますでし

ょう。 

 委員長、いいですか。 

○委員長（上村哲三君） はい、どうぞ。 

○委員（堀口 晃君） ですから、等というふ

うな部分も含めて、そこに書いてあるのは、今

まで明確になかったものを明確にしたというの

が、その他の活動になるのかなというところが

一つと、その以外の部分という部分で、その他

の活動と、非常にわかりにくいような気がする

んです。別表に定めるものとあるならば、それ

で終わりなんですけども、それ以外の部分の等

というような、その他の活動という部分につい

て、非常に何かわかりにくいような気がするん

ですが、その辺についてはいかがですか。 

○委員長（上村哲三君） 澤井次長、資料の５

のね、第５条の３行目のところにね、各種会議

への参加等市政の課題って書いてあるわけた

い。この等が、堀口委員が言うには、別表の第

５条関係の項目、調査研究費で云々と書いてあ

るところ以外にもあるのかというような質問。

ただ、もうこれだけに限定されたものなのかと

いう質問なんですよ。 

 はい、澤井次長補佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） 第５条で等という形で書いてありますの

で、それ以外にも考えられるのではないかとい

う御質問だと思います。 

 基本的には、この別表に示された部分で、別

表の中でも等という表現が幾つかございます。

厳密にこれしか使えないという形で、もし規定

するとしたら、等という表現は省いて、それだ

けに限定する方法ということもできるとは思い

ますけど、それは、まあ、どこまで決定いただ

くかという。 

○委員（堀口 晃君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） それでは、別表につい

て、これを基本とするというようなところで当

面、それで、何か事例が出たときには、また協

議をするみたいな感じでよかですかね。とりあ

えず、ここの部分を基本としてというようなと

ころ、その他の活動というのは、この部分がつ

け加えられたということで理解してよかです

か。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、条例の施

行により、精算を行うという部分がありますの

で、これに、先ほど資料５の見開きの、ただい

ま第５条関係の別表の下にですね、アとイ、２

つ、次長補佐のほうから説明がありましたが、

この２つはどちらかにするかというのは、議運

で決定をして、本会議に報告するということで

ございますので、御意見があればお願いしま

す。 

 堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） アの部分については、

２５年の２月まで、２月２８日までということ

で、一たん締めるということで、また、３月か

ら、また支給していただいて、また、その３月

３１日によって、また報告書を出さないといけ

ない。非常に煩雑になるという可能性が非常に

高いという部分で、透明性にはなるかもしれま

せんが、今までどおり、２４年の４月から２５

年の３月３１日までというような部分で、今ま
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でどおりの分の特例というふうな部分でしたほ

うがいいんじゃないかということで、私のほう

は、米印のイのほうがよろしいかと思います。 

 以上です。（｢同じ」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） ただいま堀口委員か

ら、米印のイという案で意見がありましたが、

皆さんいかがですか。 

○委員（大倉裕一君） 意見でよろしいです

か。 

○委員長（上村哲三君） はい、大倉委員、ど

うぞ。 

○委員（大倉裕一君） 私も堀口委員と同じ意

見で、各会派はですね、３月分まで下期の予算

を丸々見込んだ中での会派活動を計画されてる

分があると思います。それを２月分までという

ことで、一旦精算をするということになると、

赤字を出して活動をするということにもなりか

ねますので、先ほど言われた、堀口委員が言わ

れたイの部分、今年度は、本年度分最後までで

すね、いって、精算をするというイの案で、私

も賛成をしたいというふうに思います。 

○委員長（上村哲三君） ほかに御意見ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、この件に

つきましては、条例が施行されても精算を行わ

ない場合という、附則の（イ）の例で行いたい

と思いますが、それに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） そのように、それで

は決定したいと思います。 

 澤井次長補佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） 先ほども申し上げましたけど、イのほう

で決定したということは、３月につきまして

も、要望・陳情活動は使えないということでご

ざいますので、そのあたりよろしくお願いいた

します。（｢今までどおりだろう」と呼ぶ者あ

り） 

○委員長（上村哲三君） ほかに質問ありませ

んか。ありませんね、ただいまの件。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、お諮りい

たします。 

 ただいま説明のとおり、会議規則、委員会条

例及び政務活動費の交付に関する条例の一部改

正については、１２月定例会最終日に本委員会

のメンバーで議員発議したいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、会議規則についての趣旨弁明はど

なたにしますか。（｢委員長」「委員長、お願

いします」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 委員長という発言の

ようでございますが、そのようでよろしいでし

ょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、そのよう

に決しました。 

 次に、委員会条例についての趣旨弁明はどな

たにしますか。会議規則と委員会条例は別々だ

けんでから。発議は別々だけん。（｢委員長で

よかっじゃ」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） ただいま委員長とい

う言葉が出ておりますが、異議ございません

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、そのよう

に決しました。 

 次に、政務活動費の交付に関する条例につい

ての趣旨弁明はどなたにしますか。（｢委員

長、お願いします」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 委員長でよろしいで

すか。 
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（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、そのよう

に決しました。 

 休憩しましょうか。ちょっと長くなりそうで

すから、休憩します。 

 小会します。 

（午前１１時１６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２４分 本会） 

○委員長（上村哲三君） それでは、本会に戻

します。 

                              

◎議長の諮問に関する事項 

○委員長（上村哲三君） それでは、次に、

２、議長の諮問に関する事項を議題といたしま

す。 

 （１）政治倫理についてでございますが、本

件については、前回の委員会の中で、少数会派

の議員さんから意見を、正副委員長、事務局で

お聞き願いたいとの意見がありましたことか

ら、１１月５日月曜日の午後１時半に、議員さ

んにお集まりをいただきました。 

 この中では、これまでの審議の内容、委員会

で配付された資料等について説明し、課題とな

っておりました次期の議会に申し送る方法につ

いて意見を出してもらいました。 

 その結果につきましては、お手元にその意見

の写しを、資料右上数字３－１として配付いた

しておりますので、ごらんいただきたいと思い

ます。お名前は伏させていただいております。 

 しばらくごらんいただきますか。 

（資料閲覧） 

○委員長（上村哲三君） なお、一応最終的に

はですね、申し送る方法について御意見をいた

だきたいというふうに言っとったんですが、そ

の他の意見も入っているようでございますの

で、そこのところはお含みいただいてですね、

ごらんいただきたいというふうに思います。 

 よろしいですか。 

 それでは、ただいま御紹介させていただきま

した申し送る方法についてを含めて、御意見等

があれば願います。（｢ここに書いてあっちゃ

ない」「いや、これを次に申し送るという意味

でしょう、この扱いのことでしょう」と呼ぶ者

あり）全体の扱いについてですね、はい。全体

の扱いについて、今後の詰め方。 

○委員（亀田英雄君） 済みません、委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 前回会議を欠席しまし

て申しわけございませんでした。 

 その中で、申し送るという方向性は、確認は

できとっとですかね。 

○委員長（上村哲三君） そうです。（｢どう

いう形でするかちゅうこと」と呼ぶ者あり） 

○委員（松浦輝幸君） ちょっとよか、委員

長。 

○委員長（上村哲三君） はい、松浦委員。 

○委員（松浦輝幸君） 申し送るということは

確認とれとっとですが、どの方法というとは、

今まで我々が審議した、いろいろ審議した、そ

れを、もう、何というかな、基本として送ると

いうことで、大体決まったと、そう認識しとっ

とですけど。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

 ここで、もう一回確認をしたいと思います。 

 前回までにですね、申し送る方法について、

私が３つ提案をいたしました。現在まで議会運

営委員会で、いろいろ協議されてきたですね、

ことを、まず、そのままですね、各会派の意

見、委員さん方の意見をですね、全部付議し

て、次の改選後の議会に申し送る方法。それか

ら、意見を議運である程度まとめて、集約し

て、次の議会に申し送る方法。それから、全く

白紙の状態で、次の改選後の議会に委ねる方

法。この３つを御提案しておりました。 
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 政治倫理に関してはですね、その中で少数会

派さんもいらっしゃるからということでです

ね、意見を聞かせてくれないかということで申

し出をして、前回に至った経緯がございますの

ですね、その意見をどうとらえていくかという

ことも、ひとつ含めて、この３つのうちで方向

性を見出していただければということで、皆さ

んにお諮りをしておるところでございます。 

 よろしいでしょうか。わかりましたでしょう

か。（｢わかりました」と呼ぶ者あり）集約の

方向性ですね、今から。 

 松浦委員。 

○委員（松浦輝幸君） 今の全部をって書いて

いるの、発言をというのは、なかなか難しいと

思いますので、ただ要所要所をですね、箇条書

きにも出して、それを拾ってから、それを申し

送ったらどうかと思っております。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） そっでよかですばって

ん、その要所要所の拾い方が難しかですもん

ね。だけん、申し送りという確認ができればで

すたい、その全てば白紙状態で投げたほうがよ

かっじゃなかろうかなと。まだ、選定せぬばん

作業が入りますけん。（｢白紙で」と呼ぶ者あ

り）うん。こういう結果を得るに至らなかった

と。かくかくしかじかだと。結論を得ていただ

きたいちゅう話で、白紙ちゅうか、全部添え

て、次にしたがよかっじゃなかろうか。せぬ

ば、選定する作業といいますけん、その作業が

また難しかっちゃなかろうかなというふうに考

えます。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

 私も、今亀田委員から言われたようにです

ね、それをまとめていければ、この議運でまと

めていければいいんですが、それがなかなかう

まくいかないのでですね、このような事態にな

っておるということが一つあります。ですか

ら、各会派やいろんな委員さんが、現在まで言

われてきた意見をですね、全て資料として提出

する方向が一番いいのかなというふうな考えは

持っておるんですが、まとめると言われまして

もね、委員長、副委員長で、事務局とまた、そ

れは大変な作業ですよな、はっきり言って。そ

れはもう、例えば、これを上げたら、これを上

げぬだったと言われることも、また後で出てく

ればいけませんのでですね、（｢それでよか、

それでよか」と呼ぶ者あり）だから、自民党さ

んの場合には、具体的提案があっておりますの

で、こういう提案をしました、それにはこうい

う理由がありますと。それから、新生会さんは

こういう理由で、ここは必要ないと思いました

って、それも全体的には必要であると考えます

というような意見とか、いろいろあったと思い

ます。そのようなことを全部付議してやるのか

どうかというようなことなんですよね。 

 方向性で意見をお願いします。今、２つ出ま

した。 

 はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） それなら委員長さん、

申し送る理由ばですたい、各会派ごとに理由ば

つけて出せばどげんですか。 

○委員長（上村哲三君） もう一回。 

○委員（亀田英雄君） もう一回、こういう理

由で申し送ると。我々はこういう考え方を持っ

てという、また、整理してからですたい。そう

すると、事務局の手を煩わせることもないし、

各会派の意見ばつけて、次の議会に申し送ると

いう形なら、それでよかっじゃなかですか。 

○委員長（上村哲三君） その点についてはで

すね、今までずっと会議のたんびに意見が出て

おりましたのはですね、議事録として全部集約

をしてあります。だから、そこの意見の部分だ

けをですね、スポイルしてから、申し送ること
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は意外と簡単であります。もう議事録ができて

おりますから。意見の、こういう会派からこう

いう意見の、この委員さんからこういう意見が

出ましたっていうことをですね、全部意見集約

として、全部つけるということであれば、もう

今の状態で可能です、それは。改めてこういう

考えがあるじゃなくて。その中で意見が出てお

りますから、各会派の意見がですね。（｢微妙

なニュアンスの部分のあるでしょうが」と呼ぶ

者あり）結構細かに発言はあっておりますよ、

議事録見た部分ではですね。（｢そこで、ほ

ら、同じ意見の出とっじゃない。そぎゃんと

は、ほら、削除していきゃよかこったい」「そ

れは委員長、副委員長に任せましょうか」「そ

れでよか」「異議なし」「少しまとめろ、委員

長が」と呼ぶ者あり） 

○議長（古嶋津義君） 委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、議長、どう

ぞ。 

○議長（古嶋津義君） 集約ができなかったか

ら申し送るということでありますので、今まで

出た意見をですね、全て次に、書いてから、検

討していただくということで。（｢委員長と副

委員長に任せると」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 今、議長からもそう

いうふうな方向でいかがという意見が出ました

が、いかがでしょうか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） どの道、次の議会の議

会運営委員会で協議をされることだと思います

ので、議事録を含めて、こういった事実があっ

たということであれば、逆に、次に投げかけな

くても、次の議運で判断をされるんではないか

と、私は思います。 

○委員長（上村哲三君） ということは、も

う、真っさらからということですか。 

○委員（前垣信三君） いやいや、真っさらじ

ゃなくて、今の意見で。 

○委員長（上村哲三君） 今の意見でよろしい

ということですか。はい、わかりました。 

 ほかに御意見ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、お諮りし

てよろしいでしょうか、異議がないようでした

ら。 

○委員（亀田英雄君） ちょっとよかですか。 

○委員長（上村哲三君） 亀田委員、どうぞ。 

○委員（亀田英雄君） 次に申し送る資料とい

うのばつくられるわけですよね、結局。ここは

次の委員会の出てくっこっちですかね、次の委

員会ちゅうか。それは事務局が作成してちゅう

ことになっとですかね。その流ればちょっと、

今さくっと決めとったほうがよかっじゃなか

か。よございますか、委員長、意味はわかっ

た。やっぱり、ここの会議で確認しとったほう

がよかと思うとですよね。だけん、申し送りな

っとば。 

○委員長（上村哲三君） それでは、今までず

っと政治倫理に関して協議してまいりましたで

すね、いろいろ。事務局からの資料、全国のい

ろんな調査資料とかいうのもございます。それ

も含めて、それを協議した内容、各会派の意

見、委員さん方の意見、これも全て添えて、整

理をして、資料として申し送るというような形

でよろしいですか。 

 その流れとしては、このような形になりまし

たちゅうのは、どっちみち、この委員会の中で

一度報告はしなければいけないというふうに思

っておりますが。よろしいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） では、そのような形

で決をとらせていただいてよろしいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、お諮りい

たします。 
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 政治倫理についての次期の議会に申し送る方

法については、ただいま御協議いただいたとお

りとすることに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、（２）政務調査費使途公開及び視察報

告書に係る情報公開についてを議題とします。 

 本件につきましても、先ほどの政治倫理に関

する次の議会に申し送る方法と同様に、少数会

派からの意見をお聞きいたしております。その

結果については、お手元に、その写しの資料、

右上の数字３－２を配付いたしておりますの

で、ごらんいただきたいと思います。しばらく

ごらんください。 

（資料閲覧） 

○委員（前垣信三君） 委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） この３－２は、２枚目

からは、場所が八代市公式ホームページとなっ

とって、１枚目は、私たちが持っておる４つに

なっとるんですが、これはどがんですか。ホー

ムページに記載するというのがずっと後、資料

になっとるじゃないですか。３、３、３、これ

は何の意味かな。続き。 

○委員長（上村哲三君） ４つずつあるはずで

すもんね、両方。 

○委員（前垣信三君） これは裏んとな。わか

りました。 

○委員長（上村哲三君） ４会派ありましたか

ら、４会派分あると思います。 

 よろしいですか。（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 それでは、書類の設置による方法について、

前回の委員会での意見を確認いたしたいと思い

ますが、自民党会派からは、場所、内容につい

て、従来のままでいいという意見が、前回出た

ようですが、具体的には従来のままというのを

御報告をお願いしたいと思います。 

 自民党礎、友枝代表。 

○委員（友枝和明君） まずは、やっぱり経費

がかからぬようにするということで、従来どお

りで、議会広報紙に載せるとか、設置の場所は

本庁の１階の情報プラザということで、さしよ

り、この方法でという話が出ましたので。 

○委員長（上村哲三君） 内容については、ど

の程度までと。 

○委員（友枝和明君） 内容については、収支

報告書の写し。どの会派も領収書等もあるとは

思いますが、まあ、収支報告書まで。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

 それでよろしいですか、松浦委員。 

 それでは、市民クラブ、改革クラブからは、

場所は本庁１階情報プラザ、各支所、各出張所

に設置。その内容は、各会派の収支報告書の写

し、会派の会計帳簿の写し、領収書の写し、視

察報告書の写しとするということでしたが、そ

れでよしろいでしょうか、確認は。（｢はい」

と呼ぶ者あり）よろしいですね。 

 その公開対象年度は、議運で公開が決定され

た平成２３年度分から、また書類の設置時期は

６月１５日までに設置するものとし、設置期間

は１年とするとの意見があっておりました。 

 それでは、前回協議がなされていなかった新

生会の前垣代表から報告をお願いします。 

○委員（前垣信三君） はい。私の会派は、ま

ず、１番の場所ですけれども、本庁１階情報プ

ラザのみ。 

 それから、内容につきましては、ア、イ、

エ、具体的には各会派の収支報告書の写し、各

会派の会計帳簿の写し、各会派の視察報告書の

写しで、ウは、領収書をつけることは別にやぶ

さかではないんですが、皆さん方の話し合いで

決まれば、否定するものではありません。 

 それと、３番の公開対象年度は、アの議運で

公開が決定された平成２３年度から。 
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 ４については、書類の設置時期については、

特に皆さん方でお決めになったところで一向に

構いません。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

 ただいま報告が終わりましたが、これまでの

報告、また、少数会派の議員さんからの意見も

含めまして、御意見等があれば願います。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） なかなか、この４番ま

でを一遍に決めるちゅうのは大変だと思います

から、例えば、１なら１をどこにするというの

を、まず決めたらどうでしょうか。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

 それでは、まず、書類の設置について、意

見、お願いしたいと思います。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（上村哲三君） 前川議員。 

○委員（前川祥子君） はい。これまでは、議

会事務局１カ所というところで、そのところ

で、こういった意見が出たので、私は、本庁１

階の情報プラザを、まずもって、１カ所とし

て、これは理由は、経費削減ということと、も

う一つは、時間を余りかけないようなというと

ころでやっていただければなと、そういうふう

に思います。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

 ほかに、書類の設置場所について御意見ござ

いませんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） ア、イ、ウ、エ、どれ

でも構わぬとですが、要は、まず、試行期間と

して１年ぐらいは、この本庁１階情報プラザで

されたらどうかと思います。もし、また後、い

ろんな要求があれば、その都度考えればどうか

と思いますが。 

○委員長（上村哲三君） 試行としてですね。 

 ほかに御意見ありませんか。 

 はい、亀田委員、どうぞ。 

○委員（亀田英雄君） 決めぬばんですけん、

賛成です。 

○委員長（上村哲三君） それでは、お諮りし

てよろしゅうございますか。（｢はい」と呼ぶ

者あり） 

 それでは、まず、書類の設置については、本

庁１階情報プラザに設置をするということでよ

ろしゅうございますか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、そのよう

に決しました。 

 次に、内容についてはいかがでしょうか。御

意見をお願いします。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。基本的に、オ

は、特にはないと思うんですが、アイウエオの

オはですね、この中で、皆さんの意見からする

と、ウが入るか、入らないかぐらいではないか

と思うんですね。そのあたりで協議をされたら

どうでしょうか。 

○委員長（上村哲三君） それではですね、収

支報告書の写し、会計帳簿の写し、視察報告書

の写し、これには皆さん御異議ございません

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、次に、領

収書の写しですね、これが必要かどうかという

ことで、御意見があればお伺いしたいと思いま

すが、今、前垣委員から、これが問題だろうと

いうことで、意見が出ておりますが、御意見ご

ざいませんか。 
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 はい、亀田委員、どうぞ。 

○委員（亀田英雄君） 何が問題という…、

（委員前垣信三君「いやいや、問題じゃない」

と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） 問題というか、これ

を入れるか、入れないかだけの議論じゃないか

ということです。 

 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 特段何もなければ、１

人会派のほう、多かほう、いいんじゃなかろう

かと思うとですよね。支障がなければ、全て公

開する方向がよかと思いますけどね。なぜ公開

しないのと言われるよりですよ、というふうに

考えます。 

○委員長（上村哲三君） わかりました。 

 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） うちの会派も、別に、

この領収書を出す云々ということには反対はあ

りませんでした。ただ、非常に煩雑ではないか

なという話。 

○委員長（上村哲三君） ただいまの前垣委員

の意見を補足しますと、事務局でですね、各会

派から出された領収書を全部剥いでですね、も

う一回やり直さなければいけないという、前回

事務の問題が出ておりました。だったですね、

澤井次長補佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、澤井次長補

佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。２３年度分につきましては、もう

既に提出されておりますので、前回申し上げま

したように、ちょっと重ねて張ってあったりす

る部分がございまして、それ、しようと思えば

できるんですけど、もし、領収書も公開すると

いうことになりましたら、２４年度分の提出の

ときからは、１枚ずつ張っていただくように、

こちらのほうからお願いしたいと思います。 

○委員長（上村哲三君） そのような方向でい

きますか。いかがですか、皆さん。 

 じゃあ、ちょっと提案をしますが、２３年度

分についてはですね、領収書の写しを添付しな

いで、２４年度分から領収書の写しもつけると

いうような方向もできるんではないかと思いま

すが、いかがでしょうか。御意見お願いしま

す。 

 はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。やっぱり、市民

の皆さんが見られて、一番気になられるのは、

きちっと領収書がついとっとかなというところ

が、一番気になられると思います。積極的情報

公開をしようということで決めたわけですか

ら、情報を出す場所も決まった、一番最初とい

う形で、情報プラザ１カ所になったんで、事務

局には今年度分は、ちょっと手間とらせますけ

ど、作業していただいて、そのあたりは情報公

開を、私はしていただきたいというふうに思い

ます。 

 ２４年度分からは、領収書の添付について

は、重ならないように、報告書を出すときに、

何ちゅうんですかね、要領で、重ならない要領

で提出をするという形をとったほうがいいんで

はないかなというふうに思います。 

○委員長（上村哲三君） という意見もござい

ますが、皆さんいかがですか。御意見いただき

ます。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） 委員長。 

○委員長（上村哲三君） 澤井次長補佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） 済みません。領収書につきましては、今

度条例改正によりまして、必ず提出することと

いう、もう条例に規定されております。今まで

も、規則ですかね、領収書を添付して、収支報

告書を提出することということで規定されてお
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りまして、より条例改正によりまして、領収書

は必ず提出しないといけないという形に規定さ

れておりますので、これはもう、もともとある

ということが前提で、収支報告は提出されてお

りますから、そのあたり、そこまではどうかな

とは思います。 

○委員長（上村哲三君） ということでござい

ます。基本になるのは領収書でありますという

ことですね、収支報告。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。私も、今大倉委

員に賛同するわけなんですが、やはり、いろん

な会計帳簿を見るときには、市民の皆さんも、

一つの会計監査員というような状況の中で見ら

れるならば、やはり、領収書と、ちゃんと照ら

し合わせてやっているのかどうかということ

は、当然今澤井補佐がおっしゃったようにです

ね、当たり前のことなんですけども、それを、

なぜそこには公表しないのかというふうな、そ

っちのほうの疑念がですね、生じてくるんじゃ

ないか。疑念を持たれないような形でですね、

私たちは情報公開をするべきだろうというふう

に思っていますんで、やはり、僕は領収書の添

付は当然必要であるというふうに思っておりま

すし、ですから、ここに内容については、アか

らエの全てというふうなところでお願いをした

いと思います。 

○委員長（上村哲三君） はい、前川議員、ど

うぞ。 

○委員（前川祥子君） 今のは、２４年度分を

…… 

○委員長（上村哲三君） いや、２３年度分で

す。 

○委員（前川祥子君） ２３年度のことです

か。２３年度分も、２４年度と同じように、一

つ一つ領収書をもう一回作業し直して、添付す

るというような、そういう意見を、今出されて

いるんでしょうか。 

○委員長（上村哲三君） そうです。 

 はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） 私の意見としては、２

３年度分においては、これまで会計帳簿もきち

っと整っていたということで、２３年度分は、

特にそういうふうに、作業やり直して出す必要

はないと考えます。２４年度からでいいんじゃ

ないかなというふうに思います。 

○委員長（上村哲三君） ほかに御意見ありま

せんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 事務局に聞きたいんで

すが、例えば、どういうぐあいに張りなさいと

か、そういった要領ができますか。 

 それと、一つはコピーで出すのか、原本を出

すのか、そのあたり。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、澤井次長補

佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。今度４月に収支報告書を御提出い

ただくときに、そのあたりは会派の会計責任者

の方には、こういうふうに出してくださいとい

う形で御説明をしたいと思います。 

 それと、もちろんコピーでございます。

（｢コピーだよね」と呼ぶ者あり）はい、コピ

ーでございます。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 出し方がちゃんと決ま

って、コピーでいいということですから、うち

の会派としては、領収書の添付はしてもいいと

思います。 

○委員長（上村哲三君） 自民党会派さんのほ

うはいかがですか。（｢いいですよ」と呼ぶ者
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あり）よろしいですか。 

 はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） 収支報告書は、領収書

がなかれんと、これは作成できぬけん、私はも

う、収支報告でよかって思います。（｢決めよ

う」「決めよう決めよう、よかっでしょうが」

と呼ぶ者あり） 

○委員（亀田英雄君） もういっちょ、よかで

すか。 

○委員長（上村哲三君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） その領収書ば１枚、１

枚、剥いで直さんばんという話は、それが意味

がわからんとですたい。コピーでよかなら、２

枚張っとって、ことしはこげんだったと。来年

から、その書式ば、１枚１枚変わりますけんと

いう話でよかっだろうと思うばってん。（｢重

ねてあっと」「こぎゃん重ねよっと」「段重ね

しとっとたい、平張りじゃない、平張りならそ

れでよかだゃけど」「だけん、次もどぎゃんし

て張るかば決めとかぬと」「そういう会派もあ

るということ」「まだやってないから」「２３

年度、出してある。もう２３年度終わっている

から」「それも」「だけん２４年度から」「張

り方ばぴしゃっと決めときゃよかって」と呼ぶ

者あり） 

○委員長（上村哲三君） 小会します。 

（午前１１時５２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時５５分 本会） 

○委員長（上村哲三君） それでは、本会に戻

します。 

 それでは、内容については、収支報告書の写

し、会計帳簿の写し、領収書の写し、視察報告

書の写しとすることに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、公開の対象とする年度は、議会運営委

員会で公開が決定された平成２３年度分から、

２２年、（｢２３年からと２２年から」と呼ぶ

者あり）２２年から、それから、平成２１年後

期分である今期の初めから、上記以外からとす

る案がありますが、これについて御意見をお願

いします。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） できれば、このアの２

３年度分からでお願いをしたいと思いますが。 

○委員長（上村哲三君） ほかに御意見ござい

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、お諮りを

します。 

 公開の対象とする年度は、議運で公開が決定

された平成２３年度分からということでよろし

いでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、そのよう

に決しました。 

 次に、書類の設置時期は、６月１５日までに

設置する、６月３０日までに設置する、その他

というふうな意見がありましたが、いかがいた

しましょうか。御意見お願いします。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） どんな違いがあるんで

すかね。それを教えてください。 

○委員長（上村哲三君） 澤井次長補佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） １５日ですけど、あんまり違いはありま

せん。５月に監査がございまして、それから、

書類の整備、修正とか行いまして、６月の１５

日か３０日。 

○委員長（上村哲三君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 不備な点があれば困り

ますけん、なるだけ延ばしたほうがよくはあり
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ませんか。３０日でいいと思います。 

○委員長（上村哲三君） それでは、書類の設

置期間は６月３０日までに設置するということ

でよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、そのよう

に決しました。 

 次に、設置しておく期間はいかがいたしまし

ょうか。 

 はい、松浦委員。 

○委員（松浦輝幸君） 任期が４年ですので、

４年でいいと思いますが。 

○委員長（上村哲三君） 前回１年という意見

も上がっておりました。１年、各年度のやつ

を、今後は１年ずつということで。２４年のや

つは２５年度中の１年というような形で。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） せっかくしてから、や

っぱり４年間ぐらいですね。松浦委員の意見に

賛成です。（｢４年間というと膨大な量になる

というのは覚悟がいるですね」「設置場所はど

きゃんなっとですかね」「決まったと」「格納

庫はあっとか」「量があるけん、また家つくら

んばんとじゃなか」「情報プラザちゅうとば、

いっちょつくらんと」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 事務局ではですね、

５年間は保管をいたします。だから、申し出が

あればですね、事務局に来れば、また見れるよ

うになっております、原簿がですね。 

 はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） そのスペースはどんく

らいとっとですか、１年分。 

○委員長（上村哲三君） 澤井次長補佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） １年分でこれぐらいです。（｢厚さは」

と呼ぶ者あり）このくらいの簿冊が２つです。

（｢Ａ４の」と呼ぶ者あり）Ａ４でです。 

○委員長（上村哲三君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい、プラザで置き場

所が、それだけのスペースがあればいいんじゃ

ないかと思います。 

○委員長（上村哲三君） ４年間で。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（上村哲三君） それでは、４年間で

御異議ないでしょうか。（｢はい」と呼ぶ者あ

り） 

○委員長（上村哲三君） それでは、お諮りい

たします。 

 設置しておく期間は４年間とするということ

で御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、そのよう

に決しました。 

 以上、ただいま御協議いただいたとおりとす

ることに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 その実施しようとする時期については、事務

処理の問題もありますので、いずれかの議会の

本会議で中間報告をした後、できるだけ速やか

に設置したいと考えますが、この取り扱いでよ

ろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議がございませ

んので、そのような取り扱いとさせていただき

ます。 

 次に、政務調査費の使途公開及び視察報告書

公開のホームページでの取り扱いについてです

が、本件につきましても、先ほど同様に少数会

派からの意見をお聞きいたしております。 

 その結果については、お手元にその写しの資

料、右上の数字３－３を配付いたしております

ので、ごらんいただきたいと思います。しばら

くごらんください。 
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（資料閲覧） 

○委員長（上村哲三君） よろしいでしょう

か。 

 それでは、書類の設置による方法について、

前回の委員会での意見を確認いたしたいと思い

ますが、市民クラブからは、ホームページに掲

載する場所は市公式ホームページの市議会の部

屋として、内容は、各会派の収支報告書の写

し、会計帳簿の写し、領収書の写し、視察報告

書の写し。容量の制限がある場合は、収支報告

書の写し、視察報告書の写しとし、その公開対

象年度は議運で公開が決定された平成２３年度

分からとし、掲載時期は６月１５日までに掲載

する。また、掲載期間は１年間とするとの意見

でありました。 

 改革クラブからは、具体的な話し合いはして

いないが、ホームページに掲載する場所は、市

公式ホームページの市議会の部屋とし、その内

容は、先進事例を参考とし、同等程度というこ

とでありました。 

 新生会は、会派でまとめはしていないが、個

人的には、ホームページの掲載場所は市議会の

部屋とし、内容等については、容量の関係もあ

ることから、収支報告書の写し、会計帳簿の写

しに絞り、それ以上なら、事務局に申し出とい

う意見でありました。 

 また、自民党の会派では協議がなされていな

いということでありました。その後、本件に関

しまして、自由民主党では協議がなされたと思

いますので、その結果について、御報告を願い

ます。 

 最初に、礎の友枝代表お願いします。ホーム

ページへの掲載について。 

○委員（友枝和明君） ホームページへの掲載

については、反対じゃございませんが、皆さん

の委員の方々に。 

○委員長（上村哲三君） 次に、絆の松浦代

表、お願いします。 

○委員（松浦輝幸君） うちは、ちょっと、ホ

ームページは必要なしと思って会議しとる。こ

こであれば、プラザで情報公開をするならば、

いいんじゃないか。むしろ、広報あたりでぴし

っとやったらいいんじゃないかということ。 

○委員長（上村哲三君） 友枝代表。 

○委員（友枝和明君） 広報紙にあれしたらど

うかということです。 

○委員長（上村哲三君） 必要ではないという

ことですね。 

 ただいま報告が終わりましたが、これまでの

報告、また少数会派の議員さんからの意見も含

めまして、御意見等があれば願います。 

○委員（大倉裕一君） 済みません、市民クラ

ブですが。 

○委員長（上村哲三君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。前回報告をした

中で、ホームページに掲載する方法の内容、②

の内容ですけど、収支報告書、視察報告書は確

認とれたんですけど、領収書の写しまで含めて

いただければというふうに思います。 

○委員長（上村哲三君） そげん言うとったけ

ど。そげん報告しとるけど。 

○委員（大倉裕一君） ですかね。容量のあれ

で、領収書が抜けたんだったですかね。 

○委員長（上村哲三君） 容量の制限がある場

合は、収支報告書の写し、視察報告書の写しと

すると。 

○委員（大倉裕一君） わかりました。オーケ

ーです。オーケーです、はい。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。今、御意見の中

で、議会だよりの広報紙というようなお話があ

ったんですが、これについて、非常に載せるの

が難しいかなというふうには思っておるところ

です。ですから、できれば、ホームページでで

すね、ホームページ上で掲載したほうがいいん
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ではないかという、私の意見でございます。 

○委員長（上村哲三君） 議会広報に載せるの

は難しいというのは、どういう理由ですか。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。収支の報告書

を、各会派ごとに全部取りまとめて、全部載せ

るという状況と、あと、言うなら、ここにアイ

ウエあるならば、そこの会計帳簿の写しであっ

たりとか、ここには領収書は載せないかもしれ

んけども、視察報告の写しだったりとかとい

う、各会派ごとにですね、全てするなら、相当

なページになるというふうに考えるんですが、

そういうことではないんですかね、広報紙に載

せるというのは。そこがちょっと確認をとらな

いと、私の意見では、頭の中では、もう議会広

報というような部分においては、非常に議会だ

よりというような部分を使うなら、非常にペー

ジ数が膨大になるというふうに思っておるとこ

ろです。 

○委員長（上村哲三君） 友枝委員。 

○委員（友枝和明君） 一部会派の、まずは、

庁舎にあるということを、場所の報告と、大ま

かというところ、ちょっと言っているところで

はございませんが、そういう場で、全部載せ

る、これは大変なことだろうし。 

○委員長（上村哲三君） 増田広報委員長。 

○委員外議員（増田一喜君） 私は、今広報委

員長を仰せつかっておりますけれども、今、堀

口委員が言われたように、載せる内容ですよ

ね、それによっちゃ、本当に膨大な量になる

と。今１６ページですかね、しか、広報委員会

のほうでは持っておりませんので、最低入れる

としたら、どこどこにそういうものが設置して

ありますという、その一言ですね、一、二行の

程度であればいいんですけれども、集約して、

ちょっとしたものと言えば、それだけ、もうペ

ージ数、割かれますんで、ほかのやつが載せら

れなくなると。だから、市議会議員、議会のほ

うの報告がおろそかになってしまうちゅう部分

がありますので、それは、やっぱりインターネ

ットなり、情報公開のそっちのほうの資料にし

っかりと載せていただければと思っておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） いろんな市の情報もイ

ンターネットで発信するわけですし、今の話も

ありましたし、ホームページに掲載するという

方向は、それはもう是非もないことだと。議会

も積極的情報の公開って上げよっとですけん、

ホームページに公開しないという話はなかろう

というふうに考えますが、いかがでしょうか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前川議員。 

○委員（前川祥子君） はい。ホームページに

載せる場合にですね、先ほど何を載せるかを決

めましたけども、それだけのものを、データを

載せるということにおいては、時間とか経費と

か、そういったものはどういうふうになります

か。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） 委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、澤井次長補

佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） 時間につきましては、実際ある資料をコ

ピー機でＰＤＦ化したりする時間と、あとホー

ムページそのものをつくる時間と、実際つくっ

てみないとどれくらいかかるかわかりませんけ

ど、経費につきましては、紙とか使うわけでも

ございませんし、ただ、コピー機でＰＤＦ化す

るときに、恐らくその費用というか、コピー代
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というか、それがかかるかなと思います。 

 それ以外は、経費的には、ホームページの場

合はそんなに出て、ほとんどないかなと思いま

す。 

○委員（前川祥子君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、前川議員。 

○委員（前川祥子君） ホームページ、インタ

ーネットに載せるということにおいて、利点だ

けしかありませんか。何か悪用されるとか、何

かそういったものはないんでしょうか。 

○委員長（上村哲三君） 澤井次長補佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） 悪用されるといいますか、正しい、正し

く使われたものを載せているということであれ

ば、そのことで何か不利益が出てくるとか、そ

ういうのは全くないと思います。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前川議員。 

○委員（前川祥子君） 一応、先ほどの閲覧す

ることにおいては、本庁でできるというのが、

まず、第一前提でありますので、ホームページ

に掲載することにおいてはですね、私は政務調

査費とはということと、それから、本市におい

ての政務調査費の概要、その中の詳しいことに

おいては、本庁のプラザで閲覧することができ

ますというようなことを、ホームページに載せ

るだけでもいいんじゃないかなあというふうに

思います。 

 そのほか、皆さん方が、ホームページで全て

のことを掲載する必要があるというふうにおっ

しゃれば、それはそれで、特に悪用されること

がなければ構わないとは思います。 

○委員長（上村哲三君） 小会します。 

（午後０時１０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時１７分 本会） 

○委員長（上村哲三君） それでは、本会に戻

します。 

○委員長（上村哲三君） それでは、お諮りい

たします。 

 ホームページに載せる場所として、市公式ホ

ームページの市議会の部屋にするということ

で、よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） では、そのように決

しました。 

 また、ホームページには、収支報告書の写

し、会計帳簿の写し、領収書の写し、視察報告

書の写しとしますが、サーバーの容量によって

割愛する場合もありますので、それでよろしい

でしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） では、そのように決

しました。 

 また、ホームページへの公開の対象とする年

度は、議運で公開が決定された平成２３年度分

からということでよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、そのよう

に決しました。 

 また、ホームページ上の設置期間は、６月３

０日までにするということでよろしいでしょう

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） また、掲載しておく

期間はいかがいたしましょうか。（｢１年間」

と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） １年間ということで

よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） そのように決しまし

た。 

 以上、ただいま御協議いただいたとおりとす

ることに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、
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そのように決しました。 

 その実施しようする時期については、先ほど

の設置方法と同様、事務処理（コピー紙ＰＤＦ

化してアップ）する手間の問題もありますの

で、いずれかの議会の本会議で中間報告をした

後で、できるだけ速やかにホームページに載せ

たいと思いますが、この取り扱いでよろしいで

しょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議がございませ

んので、そのような取り扱いとさせていただき

ます。 

 次に、御確認と御協議願いたい事項がありま

す。 

 まず、議員表決申告書の配付についてです

が、審査が終了しております決算に係る議案１

２件につきましては、開会日に委員長報告の

後、討論採決となる予定であることから、その

際は、２６日の本会議において、議員表決申告

書を議席に配付いたしておくこととなりますの

で、よろしくお願いをいたします。 

 次でございますが、採決結果を記入する、そ

の対象といたしましては、９月定例会では人事

案件は除くとされたところでございます。 

 そこで、１２月定例会での取り扱い、また、

今後の取り扱いについては、どのようにしたら

いいのか、御意見等があれば願います。 

 これについては、１０月１６日、議運の中

で、増田広報委員会委員長から、人事案件の表

決の掲載についての結論は出ていないとの報告

があっております。 

 御意見があればお願いします。 

○委員（松浦輝幸君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、松浦委員。 

○委員（松浦輝幸君） その人事案件は、今ま

で掲載しないと言っとったかな。 

○委員長（上村哲三君） そうです。 

○委員（松浦輝幸君） じゃあ、もう人事案件

まで、一緒にいきましょう。載せるようにした

らいかがかと思います。表決を載せる。 

○委員長（上村哲三君） そのような意見が出

ておりますが、ほかに御意見ございませんか。 

 はい、増田広報委員長。 

○委員外議員（増田一喜君） 一応、９月の時

点では、まだ結論は出ていないということでご

ざいましたけども、今度１２月のときに、それ

をまた審議していきたいと思いますけど、９月

の折には、一応公開をする方向でという話は進

んではおります。ただ結論を、そのときに出し

てないということで、１２月には、また、一応

結論を出したいなという意向ではあります。 

 ただし、議運のほうで、先にオーケーが出れ

ば、それはそれとして、広報委員会のほうで

は、また、参考にしたいとは思っております。 

○委員長（上村哲三君） 人事案件については

ですね、表決に載せるというのは、新生会さん

からもですね、意見があっておりました。載せ

ないでおこうということでですね、いろいろあ

るからということで。自民党からもそういうふ

うな意見があっておりました。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（上村哲三君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 済みません、持ち帰っ

て協議をしたいと思います。 

○委員長（上村哲三君） ほかに御意見ござい

ませんか。自民党さん、ありませんか。 

 はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） 提案された議案に対し

てはですね、全て、今表決を全部決定するとい

うようなところで来てて、その人事案件だけ

が、前回は掲載しなかったという話で、出てき

た案件についてはですね、全て掲載するという

ふうなところにおいて、人事案件も同じであろ

うということですよね。それは賛成、反対、と

もにあろうと思いますので、それについては、

載せるべきだと、私は、松浦委員のお考えと同
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じです。 

○委員長（上村哲三君） 表決はですね、とっ

ておいても構わないということんですよ、本当

は。ただ、広報紙に載せるかどうかは、広報委

員会のこれは決定なんですよ。だから、とっと

くことに、何も問題はないんですね、ほかの議

案と一緒ですから。 

 はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 今、委員長がおっしゃ

った内容であれば、うちのほうは記録に残して

もいいと思います。 

○委員長（上村哲三君） 後の取り扱いは、広

報委員会に任せるということですか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（上村哲三君） 皆さん、いかがです

か。ただいまの意見に御意見ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） では、表決をとると

いうことで、１２月議会からよろしいですか。 

 それでは、ただいま人事案件についても、１

２月議会から表決をとるということで、ただ、

広報紙に掲載する、しないは、広報委員会に委

ねるということで、そのような決定かと思いま

すが、ただいま御協議いただいたとおりの御決

定でよろしゅうございますか。 

○委員（前川祥子君） はい、一ついいです

か。 

○委員長（上村哲三君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） 今の決定を、せっかく

ですから、広報委員長がいらっしゃいますの

で、その広報委員会のほうで、決定という形で

よろしいですか。お聞きしたいと思います。 

○委員長（上村哲三君） それはもう、前川委

員、広報委員会が開かれぬとだめだから、この

場では、恐らくできないと思います。 

 ただ、うちは、そういう形で、ただ委ねるだ

けで、資料をお渡しするにとどめるということ

です。表決は全部とって、資料を広報委員会に

お渡しするということです。それでよろしいで

すか。 

○委員（前川祥子君） はい、わかりました。 

○委員長（上村哲三君） それでは、議員表決

申告書の取り扱いについては、ただいま御協議

いただいたとおりとすることに御異議ございま

せんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、以上で、平成２２年９月１７日に

議長から諮問されました事項については、委員

各位の御協力で、今回をもって一応の結論、方

向性が見出せたというところでございます。 

 これまで委員会で結論が出た項目について

は、昨年の３月、９月の本会議で中間報告をい

たしております。 

 それ以降の委員会で結論が出たものとして

は、本日の政治倫理、政務調査費使途公開、視

察報告書公開に関しての情報公開について、政

務調査費使途基準、交付対象について、友好都

市北海市訪問について、議会広報、議会報告会

について、議会基本条例の制定について、議長

選挙におけるマニフェストの導入についてであ

りました。 

 そこで、１２月定例会において、議会運営委

員会の所管事務であります議長の諮問事項につ

いて、すなわち昨年９月の中間報告以降での残

りの部分の中間報告を行いたいと思います。 

 ついては、議長宛て、所定の手続をとらせて

いただきたいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 なお、本中間報告の作成については、これを

委員長に御一任願いたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 
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（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎その他 

○委員長（上村哲三君） 次に、３、その他の

（１）管外行政視察についてを議題といたし、

当委員会の行政視察について御協議願いたいと

思います。 

 しばらく小会いたします。 

（午後０時２５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時３０分 本会） 

○委員長（上村哲三君） それでは、本会に戻

します。 

 ただいま御協議いただいたとおり、来年１月

２３日から２６日までの、（｢５までだろう」

と呼ぶ者あり）２５日までの視察日程に基づ

き、詳細な内容については事務局と協議調整の

上決定いたしたいと思いますが、本件について

は、委員長に御一任願えますか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、ほかにないようですので、議会運

営委員会を閉会いたします。 

（午後０時３０分 閉会） 
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